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日本 OP協会加盟クラブ/団体各位             

 

2020年東西選手権による全日本選手権への出場枠付与について 

 

 時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 2020年全日本選手権の開催については、協会 HP に 2020年 9月 6日にて、文章番号「日本 OP第

4-20-06」で内容をお知らせしております。2020年の全日本選手権は新型コロナウィルス感染拡大防止の観点、及

び開催地施設の制約により、参加艇数を「80艇」に減少し開催します。 

  ※日本 OP第 4-20-06  http://www.japan-opti.com/2020-touzaisennsyukenn-zennihonnnokaisainituite-20200905ver2.pdf 

東西選手権の成績による全日本枠は、昨年度年次総会にて承認決議されましたとおり、東西エントリー数の比率

によって各大会の上位から付与されます。直前のご連絡となり恐縮ですが、何卒ご理解いただけますよう、お願い申し

上げます 

記 

 

１． 大会枠にて、すでに出場枠を取得している選手 

出場資格者名簿（大会枠） http://www.japan-opti.com/200915-shikakuhoyuusya.pdf 

       合計 18名 

 

２． 残りの枠数 

全日本 OP合計 80艇 ― 大会枠 18枠 ＝ 残り 62枠 

 

３． 東西選手権での割り当て（按分） 

残り 62枠の割り当ては以下のように行う 

１）東西選手権のエントリー数合計    合計 155名 （9月 18日時点の数値） 

２）東西のエントリー数割合（A クラス） 東日本 94名(60.6％)、西日本 61名(39.4％) 

３）残り枠数 62 を按分           東日本 38名、西日本 24名 

        ※エントリー数は DNC も含んだ数値とする 

 

４． その他 

１） １項にて辞退者が出た場合は、２項以下を再計算して、各東西選手権の下位選手に繰り下げして

割り当てる。 

例１ 辞退が４枠 80-14=66枠 

東日本＝66×60.6%=40枠、西日本＝66×39.4%=26枠 

例２ 辞退が 5枠 80-13=67枠 

東日本＝67×60.6%=41 枠、西日本＝67×39.4%=26枠 

注意） 例として、辞退した選手が西の場合、または、辞退した地方大会が西の場合でも、西日本

選手権からの繰り下げではなく、全体の按分により繰り下げを行う。 

２） 東西選手権の両方、もしくは、そのどちらかが不成立の場合は上記の割り当ては適用されない。 

その際、全日本選手権への出場枠の選出方法は別途お知らせする。 

３） 次年度以降は上記の限りではなく、選考方法は別途公示される。 

以上 
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